
次期「まちづくり構想福知山」は、自治基本条例に基づく総合的な市政運営の指
針として、現行構想の基本的な考え方は継承しつつ、2040年を見据え、これまで
の取組の検証結果や地域の未来予測、2040年市民会議からの提言等を踏まえ、
社会環境の変化に対応する計画とし、策定します。
計画期間は、現行構想が2026 (令和8)年度までとなっていることから、2027 (令
和9)年度から2031 (令和13)年度までの５年間とします。

１ 次期 まちづくり構想 福知山の策定の方向性について

１策定の趣旨
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（1） 「市民が『幸せを生きる』まち」をめざす計画とする
現行構想が掲げる「市民が『幸せを生きる』まち」を次期構想においても基本となる考え方とし
て引き継ぎます。

（2）「市民と共に考え、市民と共に作り、市民と共に実行する」計画とする
次期構想においても、「市民と共に考え、市民と共に作り、市民と共に実行する」という考え方
を継承し、２０４０年市民会議からの提言、まちづくり構想審議会での議論、オンラインプラット
フォームの市民意見を踏まえながら策定します。

（3） 現行構想の３つのパートの考え方は、維持する
現行構想の特徴である、「長期ビジョン」「市が取り組むまちづくり」「市民が取り組むまちづく
り」の３つのパートの考え方は、次期構想においても維持（表題は検討）し、現行構想の継続
性を確保します。

２基本的な方向性（１）
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（４） 2040年を見据え、これまでの取組を検証し、社会環境の変化に対応する計画
とする

次期構想は、現行構想の成果と課題、施策レビュー、事務事業評価、自治基本条例推進委員会
での議論、地域の未来予測、2040年市民会議の提言等を踏まえて策定します。あわせて、人口減

少・少子高齢化の進行、産業・雇用を取り巻く環境変化、気候変動等に伴う災害リスクの高まり、デ
ジタル技術やＡＩの進展、国際情勢やグローバル秩序の変容が地域社会に及ぼす影響などを見据
え、施策の体系と内容を見直します。

（５）重点課題に対応できる計画とする
本市を取り巻く課題は複雑化しており、複数の分野や部局が連携して対応することが必要と

なっています。このため、次期構想は、重点課題に対して部局横断で取り組む計画となるよう策
定します。

（６）市民にわかりやすい計画とする
次期構想は、市民にとってわかりやすく、読みやすく、 伝わる計画とすることを重視します。こ

のため、将来像や重点的な方向性を簡潔に示すとともに、施策の体系や市民が関われる内容が見
える構成とし、理解しやすい表現や情報量にも配慮しながら策定します。

２基本的な方向性（２）
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市長公室
経営戦略課

・事務局、全体の
取りまとめ

理事者
（市長・副市長・教育長・
病院事業管理者）

まちづくり構想
審議会

オンライン
プラットフォーム

庁内検討委員会
（部長級職員）

・現構想の検証（ヒアリング）
・素案作成、修正のとりまとめ

庁内検討委員会
（作業部会）（各部管理主管課長）

・次期構想たたき台、素案に対する検討
・審議会やオンラインプラットフォーム、パブコメの

意見の次期構想案への反映

各課

・担当施策において次期構想たたき台、素案の
作成及び修正

フィードバック
（管理主管課長取りまとめ）

委員会内容伝達

諮問・答申
素案への意見

素案への意見

内容の共有

庁内検討体制
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